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申 

号 

申し入れ事項 

１．業務量に対する適正な要員を確保するととも

に、今後の入場両数についての見通しを示し余

裕を持った業務執行体制を確立すること。 

 

２．品質管理科の体制変更における目的及び内容

を具体的に明らかにし、各新幹線線車両センタ

ーに影響のない業務執行体制を構築すること。 

 

３．これまで実施してきた検査周期延伸の成果と

課題を具体的に明らかにすること。 

 

４．全般検査周期延伸効果の最大化及び E７系台

車検査の２日×２回/編成から３日×１回/編成

に向けた試行を行う目的を明らかにすること。

また、現状想定できる課題および対策を具体的

に明らかにすること。 

 

５．在来線車両部品の検修を受託する目的を具体

的に明らかにすること。 

 

６．全般検査を施工しても直らない慢性的な故障

を解消すること。 

 

１．組織再編を行う目的を具体的に明らかにすると

ともに、生産企画科・運用検修科・車両検修科を

発足させる根拠を示すこと。 

 

２．これまで組織再編プロジェクトで進めてきた

内容と現状の課題を具体的に明らかにし、課題

を解消したうえで施策を実施すること。また、

関係社員へ具体的な説明を速やかに行うこと。 

 

３．組織再編により提案箇所体制が、管理変形 2

減、一般変形 20減となる根拠を具体的に明ら

かにすること。 

 

１．台車科における車輪圧入、車輪検圧、軸受隙間

測定及び調整、車輪削正、駆動装置低速フラッシ

ング作業を業務委託する目的と根拠を具体的に

明らかにすること。また、段階的に業務委託を実

施する理由を示すこと。 

 

２．段階的に業務委託されるが、それぞれの実施

日における提案箇所体制についての変更を具体

的に明らかにすること。 

 

３．組織再編の前後で実施される業務委託につい

て、職場の混乱を生じさせることなく準備を進

めること。 
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（回答）業務に必要な要員は確保していく考えである。 
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（回答）安全を確保しつつ効率的な車両メンテナンス体制を構築することにより、コストダウンと柔軟な車両
運用の実現に寄与したところである。 

 
 

S E  

 

 
 

（回答）柔軟な働き方を実現すべく、品質管理科ネットワーク担当にフレックスタイム制を適用するものである。 

E7 2 2 / 3 1 /
 

（回答）全般検査・台車検査の周期延伸による効果を最大化するため、今後の工事量に合わせた体制に改善して
いく考えである。 
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各車両センターからの問い合わせなどには、今まで通り対応出来る体制とすることを
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（回答） 車両部品の効率的な検修を行なうことを目的に受託するものである。 

E6

 

 

（回答）新幹線車両メンテナンスを持続的に行ない、新幹線輸送をお客さまに提供し続けるため、経営環境や時代
の変化にあわせサステナブルに業務運営を行なうことを目的に組織再編を実施するものである。 

 

 
PHS  

 
 

 
 

（回答） 引き続き状況に応じて、適切に対応していく考えである。 

 
 

（回答）組織再編プロジェクトでは、組織再編に向けた詳細な業務の仕組みや事務所レイアウト等、各種課題の検
討を行なっている。検討結果等については、社員に広く周知し、箇所全体で取り組んでいく考えである。 
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要員の穴埋めが目的の施策ではなく、安全・技術を第一にしていくことを
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（回答）組織再編後の必要な箇所体制を検討した結果である。なお、業務に必要な要員は確保していく考えである。 

 
 

 

（回答）委託後の必要な箇所体制を検討した結果である。なお、業務に必要な要員は確保していく考えである。 
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（回答）グループ全体の持続的成長と、効率的な業務運営を目的に業務委託を進めるものである。なお、効率的に
教育を行なうために段階的に業務委託を実施するものである。 

 

（回答）業務委託については、計画的に準備を進めていく考えである。 
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